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す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
考
え
て
い

る
。

　

学
校
で
は
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
等
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
車

い
す
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
筆
記
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
特
筆
す
べ
き
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
等
に
輪
を
広
げ

て
、
学
習
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き

た
い
。障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

お
互
い
に
尊
敬
し
合
え
る
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
ダ
ン
ス
公
演
の

開
催
や
教
育
現
場
な
ど
で
講
演
会

を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
し

て
い
る
ジ
ェ
ネ
シ
ス
オ
ブ
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
と
い
う
市
民
団
体
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
つ
い

て
、
本
市
と
し
て
の
考
え
は
。

車
い
す
ダ
ン
ス
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
と
健
常
者
が
ダ
ン
ス
を

通
じ
て
共
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効

果
も
あ
る
競
技
で
あ
る
。
障
が
い

者
と
健
常
者
と
の
交
流
や
、
車
い

す
ダ
ン
ス
の
体
験
に
よ
り
、
障
が

い
者
が
家
か
ら
出
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
文
化
芸
術
振
興
の
事

業
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
車

い
す
ダ
ン
ス
の
公
演
を
検
討
し
、

可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
広
げ
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
の
学
校
で
は
、
車

い
す
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
の
活
動
実

績
は
な
い
が
、
福
祉
体
験
学
習
と

し
て
、
生
徒
た
ち
に
体
験
さ
せ
る

こ
と
も
可
能
か
と
思
う
の
で
検
討

し
た
い
。

車
い
す
ダ
ン
ス
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
。

非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思

う
。本
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、

車
い
す
ダ
ン
ス
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
り
、
１
人
で
も
多
く
の
人
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

一般質問
竹
森　
　

衛

竹
森　
　

衛

（
日
本
共
産
党
）

近
畿
日
本
鉄
道
㈱
の
駅

係
員
無
配
置
化

本
市
に
は
近
鉄
の
駅
が
10
駅

あ
る
が
、
駅
係
員
の
無
配
置
化
に

つ
い
て
の
今
の
状
況
は
。

岡
寺
駅
で
は
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。平
成
25
年
７
月
に
は
、

橿
原
神
宮
西
口
駅
で
12
月
21
日
よ

り
無
配
置
化
す
る
と
の
説
明
が
近

鉄
か
ら
あ
っ
た
。
当
該
駅
は
、
畝

傍
南
小
学
校
の
児
童
約
２
０
０
人

が
通
学
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
地
元
説
明
会
や
意
見
交
換

会
を
経
た
結
果
、
登
下
校
時
の
係

員
の
配
置
、監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、

緊
急
時
に
橿
原
神
宮
駅
と
対
話
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
を
す

る
と
の
回
答
を
得
た
。
さ
ら
に
11

月
に
は
、
八
木
西
口
駅
、
耳
成
駅
、

新
ノ
口
駅
、
坊
城
駅
に
お
い
て
、

「
12
月
21
日
よ
り
駅
係
員
の
勤
務

時
間
短
縮
を
実
施
す
る
」
と
の
報

告
が
あ
り
、
交
渉
に
当
た
っ
た
が

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
駅
周
辺
整
備
の

た
め
に
か
か
っ
た
経
費
は
。

基
本
的
に
は
、
改
札
口
よ
り

外
側
に
つ
い
て
は
本
市
が
負
担
し

て
い
る
。
大
和
八
木
駅
の
３
号
歩

線
整
備
を
除
き
、
総
事
業
費
41
億

円
の
う
ち
約
20
億
円
を
市
が
、
残

り
を
近
鉄
が
負
担
し
て
い
る
。

市
長
は
近
鉄
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
働
き
か
け
て
き
た
か
。

県
、
市
町
村
会
と
と
も
に
行

動
し
て
い
る
。

今
回
の
駅
の
無
人
化
等
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
く
の
か
。
市
長
の
考
え
は
。

公
共
交
通
機
関
と
は
い
え
、

一
企
業
の
方
針
に
対
し
て
意
見
を

言
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
以

上
力
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
地
元
や
利
用
者
へ
の
事
前

説
明
等
は
き
っ
ち
り
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
行
政
側
の
思
い
で
あ

る
。
駅
の
無
人
化
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
乗
客
数
で
判
断
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
数
字
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
協
力
し
あ
っ

て
駅
を
利
用
す
る
以
外
に
な
い
。

介

護

保

険

制

度

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
概
要
を
聞
き
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
制
度
維
持
の
た
め
の
充
実

と
重
点
化
、
効
率
化
を
一
体
的
に

行
う
た
め
の
改
革
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
主
な
項
目
、
①
要
支
援
者

向
け
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、
②
特

養
入
所
者
の
中
重
度
者
へ
の
重
点

化
、
③
利
用
料
の
見
直
し
、
④
低

所
得
者
へ
の
食
費
、
部
屋
代
の
補

助
の
縮
小
が
あ
る
。

介
護
保
険
の
対
象
者
に
占
め

る
要
支
援
者
の
割
合
、給
付
費
は
。

要
介
護
認
定
者
４
，
４
２
２

人
の
う
ち
要
支
援
者
１
，
６
６
３

人
で
３
７
．
６
％
。
そ
の
う
ち
居

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
１
，
１
４
４

人
、
そ
の
中
で
訪
問
介
護
利
用
者

５
２
７
人
、
４
６
．
１
％
。
通
所

介
護
５
７
２
人
、50
％
。
経
費
は
、

平
成
25
年
10
月
時
点
で
、
全
体
の

給
付
費
約
４
億
８
，
８
０
０
万
円

に
対
し
、
要
支
援
者
に
対
す
る
給

付
費
が
約
５
，
１
０
０
万
円
で
約

10
％
。
そ
の
う
ち
訪
問
介
護
給
付

費
約
１
，２
０
０
万
円
で
約
23
％
、

通
所
介
護
給
付
費
約
１
，
９
０
０

万
円
で
約
38
％
。
全
体
の
約
61
％

が
市
町
村
事
業
へ
の
移
行
対
象
と

な
る
。年

金
収
入
が
２
８
０
万
円
以

上
あ
り
、
利
用
料
を
２
割
に
引
き

上
げ
る
対
象
に
な
る
市
民
は
何
人

い
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

利
用
者
は
概
算
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の

負
担
額
に
な
る
の
か
。

平
成
25
年
10
月
現
在
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
３
，
６
６
６
人
の
約

７
．
８
％
、
２
８
５
人
が
２
割
負

担
に
該
当
す
る
。特
養
に
関
し
て
、

平
成
24
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
は
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
の
約
19

億
１
千
万
円
の
う
ち
、
特
養
の
給

付
費
は
約
９
億
５
千
万
円
で
、
そ

の
う
ち
要
介
護
１
・
２
の
給
付
費

車いすダンス
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